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Point

″(cos θ+づ sin θ)の とき (″ ≧0),

αをかける

zを原点中心に +θ 回転して′倍

αで割る

zを 原点中心に 一θ回転 して

つまり,複素数 cos θ十づsin θ自体に「原点中

心,十θ回転Jと いう「変換」としての意味が備わっ

ているのです
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上の,α,β の場合 に,下の図で点 P(2)に 対 して,Zα ,zα2,=,zβ ,Zβ 2,
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れZ2の偏角が,4の偏角と22の偏角の和に,分
の偏角が,zlの偏角とz2の偏角の差になっている

ことに注目しよう

以上の結果から,次の重要事実がわかります

よって,先ほども紹介したように,例えば,

α=2(cos(;十 づsin=)

という複素数は「原点中心に +=回 転 して,2倍

拡大する」という「変換」としての意味をもってい

ます

また,例えば,β =」 という複素数は,

β=COS=+グ Sln=

なので,単なる「原点中心に

味です (「拡大」なし)

回転」という意

このように,複素数を極形式で表すことによっ

て,その複素数の持つ「変換」としての意味をあぶ

りだすことができます

こ
β

を図示 してみよう
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珍注 β4=1なのでβ3 つまりβで3回変換することと1回逆変換することは同じです



赤阪正純 (httpンクinup五 web fc2 com) 複素数計算の意味 (4)

鰯徽
剥
鉱

1子曇:ヽ、と
た1点

ヤ2‐

1 例題 l α=3-j,β =2+3」 とする 1

1点 βを点αを中心として,そ だけ回転させた
I

I ときの点を表す複素数 γを求めよ       :

考え方 =回 転を表す複素数はcos=十 ′gn〔

ですが, これはあくまでも原点中心なので,今回の

場合,い きなり使うことはできません 本間のよう

に回転の中心が原点でない場合は,I興契λ贄ヽたE
点に平行受動 して考えます それに伴い,全ての点

を平行移動します

上の図か らもわかるように
,

「βをαを中心としてθ回転するとγになるJと

いうことは「β―αを原点を中心としてθ回転する

とγ―αになる」ということに他なりません

したがって,

γ―α=(β ―α)(COS θ tt jsin θ)

γ=(β ―α)(cos θ+づ sin θ)+α

Point

点βを点αを中心としてθ回転した点γは,

γ=(β 一α)(cos θ+づ Sin θ)+α

この公式はそのまま暗記するのではなく,意味を

考えてその場で作れるようにしよう

0 上の公式に当てはめるだけ (途 中計算は

省略)

γ={(2+3j)― (3-j)}(COS=+」 Sin=)+(3-

=早 十
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珍注 「ベクトルJの イメージで考えると分かり

やすいかもしれません つまり,点 Aに複素数α,

点Bに複素数β,点 Cに複素数γを対応させ,

β―α ―→ OB一 〇A=AB

1ま-1ヽ

γ
~α  ~→ OC― OA=AC

と考えると
,

γ―α=(β ―α)(cos θ+j sin θ)

とヽヽ う公式は

ABを θ]転するとACに なる  ハ

とも解釈で きます このイメージはとても大切

です

例 題 2 複素平面上の 2点 A,Bを 表す複

素数をそれぞれα=1-2,,β =3+2」 とす

るとき,線分 ABを 1辺 とする正三角形の他の

1 頂点 Cを表す複素数 γを求めよ

考え方 図のように

頂点 Cは 2ヶ 所考えら

れます つまり,点 A
を点 Bを 中心 として

,

=ま

たは一
=だ

け回
転させた点が Cです

O α=1-2グ ,β =3+2ブ ,θ =±

=を

先

ほどの公式に代入するだけ(今度は計算式も省略)

γ=2(1士 V電 )平 V電グ (複号同順)

1 例題 3  異なる3つの複素数α,β ,γ の |

間に,が端 =√動という等式が成り立つ

とき,3点 A(α ),B(β ),C(γ )を頂点とする

△ABCは どのようなJ移 か

①者留:=√動より,γ α=(β αヽ偲j

この式は,点 Bを 点Aを 中心に90度 回転してマ5

倍拡大した点が点Cであることを意味している
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よって

∠A=90°

∠B=60°

∠C=30°

である直角三角形

(辺の比 112:v5)
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